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　周参見小学校の４～６年生がふるさと学習の時

間にデザインしたラベルをつけたレタスが、５月

７日に紀菜柑で、８日に道の駅すさみで販売され

ました。ラベルには子どもたちが思うすさみの良

いところも書かれています。

　太間川でレタスを栽培している「みずみやび農

園」の矢形孝志さんと「むかい企画」の向井克往

さんが企画し、売り上げは周参見小学校に寄付し

ていただきました。ありがとうございました。

　民生委員・児童委員の上山惠美子さん（平松）が令和４

年春の叙勲で瑞宝単光章を受章され、５月１０日に県庁で

伝達式が行われました。

　上山さんは平成元年から３２年間、委員を努めておら

れ、永年の民生・児童委員活動を通じた社会福祉活動への

ご功績によりこの度の受章となりました。

　民生委員・児童委員の上山惠美子さんが令和４

年春の叙勲で永年の民生・児童委員活動を通じた

社会福祉活動へのご功績により、瑞宝単光章を受

章されました。５月１０日に県庁で伝達式が行わ

れました。

　上山さんは平成元年から３２年間、委員を努め

られています。

　５月１９日に周参見中学校の２年生２５人が、

イコラ裏の田んぼにうるち米を植えました。

　佐本の仁義さんご夫婦の指導の下、どろどろに

なりながら手植えの大変さや農業の大切さを体験

しました。苗は和深川の内田さんに提供いただき

ました。

レタスのラベルを小学生がデザイン

上山惠美子さん瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章 受章

うるち米植えました

  まちのわだい

　希望する寄附の使途 寄附件数 寄附額

最先端技術を使用した利便性の高い暮らしを推進する事業 １，３１０件 １４，５２１，０００円

福祉の向上に寄与する事業 １，６９０件 １９，４２９，０００円

豊かな自然環境を守る事業 ２，１０９件 ２６，７８２，０００円

歴史的史跡や伝承芸能等の歴史と文化を守る事業 ３４２件 ３，８０２，０００円

活気あふれる個性的なまちづくりのための事業 １，１９２件 １２，７９０，０００円

指定しない ７２４件 ７，０５９，０００円

合計 ７，３６７件 ８４，３８３，０００円

 地域未来課　 ☎５５‐４８０１

寄附の受け入れ状況

ふるさと納税は、私たちのまちづくりを推進します

企業版ふるさと納税いただきました

　令和３年度のふるさと納税には 7,367 件の申し

込みがありました。寄附額の合計は 84,383,000

円で、前年度より 31,547,000 円増額となりまし

た。増額の大きな要因として、インターネットに

よる寄附受入サイトの拡充と、令和３年４月か

ら、県内他自治体の返礼品を提供できる「和歌山

県共通返礼品」制度を活用し、すさみ町の返礼品

として提供できる産品を増やしたことにより、こ

れまで以上に多くの皆さまから応援をいただきま

した。心より感謝申し上げます。

　返礼品には、すさみ町の特色を活かした各種体

験事業をはじめ、木工製品やイノブタ等の特産品

を用意し、町の産業振興やＰＲに繋げています。

　令和３年度はふるさと納税でいただいた寄附

金を活用して、定住支援事業補助金、長寿・出

産祝金、簡易水洗設置整備事業、保育所外国語

指導員委託、花火大会補助金、学校図書購入、

多世代交流施設イコラのパソコン購入に合計

18,100,000 円を充当いたしました。

　今後も皆様から寄せられた想いを大切に、豊

かなまちづくりを推進していきます。

令和３年度　ふるさと納税実績報告

　また、企業版ふるさと納税として以下の企業様

より寄附金をいただきました。企業名については、

公表のご承認をいただいた企業様のみのご紹介と

いたします。

企業名 寄附金額 活用事業

非公表 	 ３００万円

観光振興事業・水産振興事業

防災対策事業・スポーツ振興事業

株式会社オーナーばり　様 ５００万円

株式会社平成スチール　様 ３００万円

紀陽興産株式会社　様 ５０万円

海洋ごみ収集用の軽トラック等を購入しました。

保育所で英語に触れる イコラのレンタルＰＣ
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税  

・  

保  

険  

料

お

知

ら

せ

次
の
税
・
保
険
料
の
納
期
限
は
、

　

６
月
30
日
（
木
）
で
す
。

 　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料

80
円
と
未
納
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ

て
早
め
の
納
税
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
分
に

つ
い
て
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

事
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

右
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
納
期
の
お
知
ら
せ

す
さ
み
幹
部
交
番
の

　
　
　
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　

警
察
署
の
再
編
で
、
７
月
１
日
か
ら

す
さ
み
幹
部
交
番
の
電
話
番
号
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

★
緊
急
時
は
☎
１
１
０
番

★
そ
れ
以
外
は
白
浜
警
察
署
へ

　

☎
０
７
３
９
‐
４
３
‐
０
１
１
０

　

６
月
末
ま
で
は
☎
５
５
‐
２
０
５
５

の
番
号
で
、
勤
務
員
不
在
時
は
白
浜
警

察
署
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

◆
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構

　

す
さ
み
町
は
法
律
に
基
づ
き
、
和
歌

山
地
方
税
回
収
機
構
に
滞
納
処
分
の
引

き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
機
構
は
、
県
内
市
町
村
の
滞
納
さ

れ
た
税
金
を
回
収
す
る
た
め
、
滞
納
者

宅
の
捜
索
、
財
産
、(

不
動
産
・
預
金
・

給
与
・
生
命
保
険
・
売
掛
金
等)

の
差

し
押
さ
え
、
公
売
な
ど
の
法
的
処
分
を

行
う
組
織
で
す
。

　

町
は
今
後
も
機
構
と
連
携
し
、
税
収

と
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
の
た
め
に

滞
納
整
理
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税　

     

第
１
期
分

町

県

民

税　

     

第
１
期
分

 

税

務

課　

５
５
‐
４
８
０
０

介

護

保

険

料　
　

   

第
1
期
分

 

環
境
保
健
課　

５
５
‐
４
８
０
３

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
捕
獲
に
は
免

許
が
必
要
で
す
。

◆
受
験
資
格

　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
鳥
獣
保
護
管

理
法
第
40
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者

◆
試
験
日
・
会
場

　

８
月
21
日
（
日
）
上
富
田
文
化
会
館

◆
申
込
受
付
期
間

　

７
月
11
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

◆
申
請
手
数
料

　

５
，
２
０
０
円

◆
申
請
方
法

　

産
業
振
興
課
へ
持
参

＊
申
請
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

　

得
で
き
ま
す
。

＊
試
験
日
の
数
日
前
に
講
習
会
が
開
催

　

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
申
請
時
に
ご
案

　

内
し
ま
す
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.pref.wakayama.

lg.jp/prefg/070300/071400

 �

産
業
振
興
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
５

健
康
診
査
と

　
　
　
歯
科
健
康
診
査
の
ご
案
内

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、

受
診
券
が
届
い
た
方
は
健
康
診
査
や
歯

科
健
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
管
理
の
た
め
健
診
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
５
月
下
旬
に

　

受
診
券
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

※
受
診
券
発
行
の
申
し
込
み
を
す
る
必

　

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者

＊
健
康
診
査

　

被
保
険
者

＊
歯
科
検
診

　

３
月
末
で
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
お
よ

　

び
90
歳
以
上
の
被
保
険
者

◆
検
査
項
目

＊
健
康
診
査

　

問
診
、
計
測
（
身
長
、
体
重
、
血
圧
、

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、 

身
体
診
察
、
血
液
検
査

　
（
脂
質
、
肝
機
能
、
尿
酸
、
糖
代
謝
、

　

腎
機
能
、
貧
血
等
）、
尿
検
査
（
糖
、

　

蛋
白
、
潜
血
）

＊
歯
科
検
診

　

問
診
、
口
腔
診
断
（
歯
の
状
態
・
歯

　

周
組
織
の
状
況
・
口
腔
衛
生
状
況
・

　

噛
み
合
わ
せ
・
口
腔
乾
燥
・
粘
膜
の

　

異
常
）、口
腔
機
能
検
査
（
噛
む
能
力
・

　

舌
機
能
・
嚥
下
（
飲
み
込
み
）
機
能
）

◆
実
施
期
限

　

令
和
５
年
２
月
28
日

◆
自
己
負
担

　

な
し

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　
　
　
　

ご
加
入
の
方
へ

① 

所
得
が
基
準
額
以
上
の
方
は
、

 

　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
が

　 

支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

② 
毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る

 

　
現
況
届
が
原
則
廃
止

☆
令
和
４
年
度
か
ら

　

児
童
手
当
制
度 

一
部
改
正

　

児
童
手
当
は
受
給
者
の
方
の
所
得
に

応
じ
て
手
当
額
を
決
定
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
改
正
で
、『
所
得
上
限
限

度
額
』
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
者
の
方
の
所
得
が
、
こ
の
所
得

上
限
限
度
額
以
上
の
場
合
、
令
和
４
年

10
月
支
給
分
（
６
月
～
９
月
分
）
か
ら

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
が
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
よ
り
、
現
況
届
が
原
則

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
場
合
に
よ
り
引
き
続
き
現

況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月
初

め
に
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
期
日
ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

住
民
生
活
課　

児
童
手
当
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

扶養親族数
所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人 ８５８ １，０７１

１人 ８９６ １，１２４

２人 ９３４ １，１６２

３人 ９７２ １，２００

４人 １，０１０ １，２３８

５人 １，０４８ １，２７６

【新設】　所得上限限度額

◆
持
ち
物

　

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
・
問
診
票

◆
実
施
場
所

　

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
に
記
載

　

さ
れ
た
医
療
機
関

　

受
診
券
の
紛
失
や
ご
不
明
な
こ
と
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

 �

住
民
生
活
課　

後
期
高
齢
者
係

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
４

　

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
集
団
検
診

で
国
保
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
メ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
ポ

イ
ン
ト
引
換
券
を
進
呈
し
ま
す
。

　

引
換
券
は
メ
リ
ー
シ
ー
ル
加
盟
店
で

商
品
を
購
入
す
る
時
に
渡
す
と
１
０
０

ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
加
盟
店

で
商
品
を
購
入
し
な
け
れ
ば
、
ポ
イ
ン

ト
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
使
用
期
限

　

11
月
30
日
（
水
）

＊
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
◇
マ
ー
ク
25
個

　

満
点
で
６
０
０
円
分
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

住
民
生
活
課　

国
保
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
で

メ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
引
換
券
が

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ら
え
ま
す

＊１００ポイントで◇マーク２５個分
＊満点で６００円分に！

キャンプ場がにぎわいました

　大型連休中、総合運動公園のＣＡＭＰ

Ｋ
ノ ッ ト

ｎｏｔや海水浴場のキャンプ場には、

多くのテントが並びました。

プチ

まちのわだい
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今
年
も
町
出
身
で
町
外
に
住
む
学
生

に
、
ふ
る
さ
と
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
応
援
物
資
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

通
常
の
学
生
生
活
を
送
れ
な
い
学
生
を

応
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

◆
対
象
者

　

次
の
要
件
を
と
も
に
満
た
す
学
生

①
す
さ
み
町
出
身
で
町
外
に
居
住
し
、

　

町
外
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
15
歳

　

以
上
の
学
生

※
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、　

　

大
学
、
大
学
院
、
予
備
校
等

②
保
護
者
も
し
く
は
学
生
が
す
さ
み
町

　

に
住
民
登
録
し
て
い
る
。

◆
送
付
内
容

　

町
内
・
県
内
産
の
お
米
や
町
内
で
生

産
・
加
工
さ
れ
た
特
産
品
等
を
学
生
の

町
外
の
住
所
に
直
接
送
付
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
帰

　

省
中
で
あ
っ
た
り
、
居
住
先
で
食
糧

　

の
保
存
が
で
き
な
い
等
の
事
情
の
あ

　

る
方
は
送
付
先
、
送
付
物
等
の
相
談

　

に
応
じ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
す
さ
み
学
生
応
援
便

◆
申
請
方
法

・
学
生
ま
た
は
学
生
の
保
護
者
が
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
は
役
場
、
江
住
支
所
、
佐
本

　

出
張
所
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

　

で
き
ま
す
。

・
申
し
込
み
は
対
象
学
生
１
名
に
つ
き

　

１
回
限
り
で
す
。

・
申
請
書
等
を
役
場
へ
持
参
も
し
く
は

　

郵
送
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
添
付
書
類

　

在
学
証
明
書
の
写
し

◆
申
請
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

◆
支
給
期
間

　

７
月
１
日
（
金
）
～
31
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

地
域
未
来
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
１

エンディングノート        　　募集

すさみ町版

■詳しくは、電話で説明させて

　いただきます。

　＊すさみ町地域包括支援センター

　　環境保健課内

　　☎ ５５－４６７０

●メンバー募集期限
　６月２０日（月）

●作成期間
　７月～令和５年１月下旬

　＊月１回：約２時間（全５回程度）　

●場所
　多世代交流施設　イコラ

　地域包括支援センターでは、すさみ町版エンディングノートを作成するにあたりその

内容についてアイデアやご意見をいただける方を募ります。

　人は、年齢を重ねて、やがて人生の最
さ い ご

期を迎えます。

　けれども、子どもや身近な人と将来や終末期について話し合う機会が持てず、自らの

の意思を伝えられないままま、そのときを迎えるケースは決して少なくありません。

　病気や老衰などにより、終末期を迎えることとなった時や、認知症になり的確な判断

ができなくなった場合に備えて元気なうちから、受けたい医療や介護について考え、書

き留めておくことは大切なことだととらえ、今年度すさみ町版としての『エンディング

ノート』を作成することにしました。

　完成後は、住民がこのノートを活用して、これまでの人生を振り返り、今後の人生を

考える『きっかけ』となる活動を広めていきます。

■ 地域包括支援センターでは『いきいき百歳体操』も定期的に実

施しています。筋力低下を防ぎ、転倒しないような身体づくりをす

るための簡単な体操です。

　現在は、①佐本公民館／②江須之川センター／③イコラの３ヶ所

で４０分程度（休憩を含む）の短い時間ですが、集まってビデオを

見ながら体操をしています。

　一人では続かないことも、誰かと一緒なら楽しみながら続けるこ

とができますよ。ぜひ、あなたも始めてみませんか。

いきいき

百歳体操

実施中 !!

募
　
　
　
　
集

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職

　
　（
高
卒
者
試
験
）
試
験
案
内

　

６
月
20
日
か
ら
令
和
４
年
度
国
家
公

務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試

験
）
の
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（https://www.jinji.go.jp/

　

saiyo/saiyo.html

）

◆
試
験
日
程

 

人
事
院
近
畿
事
務
局 

試
験
第
二
係

　

 

☎
０
６
‐
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

試
験
区
分

事
務
・
技
術
・
農
業
・

農
業
土
木
・
林
業

受
付
期
間

６
月
20
日
（
月
）
～

　
　

29
日
（
水
）

一
次
試
験
日

９
月
４
日
（
日
）

試
験
地

和
歌
山
市
ほ
か

　

大
人
の
学
び
舎｢

熱
中
小
学
校
」
の

授
業
が
す
さ
み
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
に
限
り
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

◆
日
程　

６
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
20
分

◆
場
所
　
多
世
代
交
流
施
設
イ
コ
ラ

◆
１
限
目　

教
育
・
地
方
創
生

　

曽
根
原
千
夏
先
生

　　M
o
o
ska

合
同
会
社
代
表

◆
２
限
目　

音
楽
・
動
画/

放
送

　

中
村
寛
治
先
生　
（
株
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役

◆
申
込
期
限　
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

６
月
８
日
（
水
）

　

熱
中
小
学
校
で
は
10
～
80
代
ま
で
の

様
々
な
職
業 

･

地
域
の
生
徒
が
集
い
、

学
び
、
交
流
し
、
新
た
な
地
方
発
の
価

値
創
造
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

｢

熱
中
人｣

に
よ
る
熱
い
創
発
活
動

が
、
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

受
講
申
し
込
み
は
、
地
域
未
来
課 

（
☎
５
５
‐
４
８
０
１
）
ま
で
。

　
熱
中
小
学
校
に
関
す
る
こ
と
は
紀
州

く
ち
く
ま
の
熱
中
小
学
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

熱
中
小
学
校　

授
業
特
別
招
待

お気軽に

　お問い合わせください。

アイデア

今年度は２回実施予定
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民
生
児
童
委
員
協
議
会
だ
よ
り

地
域
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て

　

４
月
、
新
入
学
の
１
年
生
は
、
真
新

し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
お
母
さ

ん
が
付
き
添
っ
て
登
校
し
て
い
ま
し

た
。
１
週
間
ほ
ど
経
つ
と
、
そ
の
新
入

生
が
嬉
し
そ
う
に
一
人
で
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長

に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

思
わ
ず
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
児
童
委
員
の
大
き
な
喜
び
と
や
り

が
い
を
感
じ
る
時
で
す
。

　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
の
日
で
す
。

　

そ
の
日
を
前
後
し
て
、「
令
和
４
年

度
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日　

活
動

強
化
週
間
」と
し
て
全
国
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
一
斉
に
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
・
団
体
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
存
在
や
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、

更
な
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
願

い
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活

動
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
に
周
知
を
図

り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
係
づ
く
り
や
日

年　

金　

豆　

知　

識

頃
の
見
守
り
、
相
談
活
動
等
を
円
滑
に

進
め
る
う
え
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

す
。

　

い
ま
、
私
た
ち
の
周
り
に
目
を
向
け

て
み
ま
す
と
、
複
雑
化
・
複
合
化
す
る

福
祉
課
題
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
社
会

的
孤
立
が
深
刻
化
し
、
問
題
が
潜
在
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
下
で
は
、
困
っ
た
時
の
相
談

役
・
つ
な
ぎ
役
と
し
て
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
存
在
を
地
域
の
方
に
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
が
よ
り
一
層
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

気
の
引
き
締
ま
る
思
い
の
す
る
こ
の

頃
で
す
。

消
防
・
防
災
ル
ー
ム

危
険
物
安
全
週
間

 

～
一
連
の 

確
か
な
所
作
で

　
　
　
　
　
　
　 

　 

無
災
害
～

定
期
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

熱
中
症
に
ご
注
意
を

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

白
浜
町
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
定
期

的
に
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
「
心
肺
蘇
生
法
」
や
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
取
り
扱
い
」
な
ど
の
実
技
中
心
の
約

３
時
間
の
講
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。
随

時
講
習
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
６
月
開
催
予
定
日

　

３
日（
金
）（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
習
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　

８
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

　

19
日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時

　

22
日
（
水
）
午
前
９
時
～
12
時

コ
ロ
ナ
の
拡
大
等
に
伴
い
、
中
止
ま

た
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

す
さ
み
消
防
署

　

 

☎
５
５
‐
２
２
３
７

●
目
的

　

今
日
、
石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
事
業
所
等
に
お
い
て
幅
広
く

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
に

深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確
保
の
重
要

性
は
益
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
６
月
５
日
～
11
日
を
危

険
物
安
全
週
間
と
定
め
、
事
業
所
に
お

け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か

け
、
多
く
の
方
に
危
険
物
の
正
し
い
知

識
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
危
険
物
と
は
？

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た
物

品
を
言
い
ま
す
。

・
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
に
な
る
と
消
火
が
困
難

　

身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯

油
・
油
性
塗
料
等
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
ガ
ソ
リ
ン
は
、
自
動
車
の
燃
料

な
ど
に
使
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
と

は
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
身
近
な
も
の

で
す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
ば

火
災
や
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
保
管
は
必
ず
、
消
防
法

令
に
適
合
し
た
金
属
製
容
器
等
を
使
用

し
、
直
射
日
光
を
避
け
て
下
さ
い
。
灯

油
用
容
器(

ポ
リ
タ
ン
ク)

に
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
使
用
す
る
際

に
は
、
フ
タ
を
開
け
る
前
に
エ
ア
抜
き

を
し
て
か
ら
使
用
し
て
下
さ
い
。
ガ
ソ

リ
ン
の
噴
出
に
よ
り
、
思
わ
ぬ
事
故
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

● 

老
齢
年
金

● 

老
齢
基
礎
年
金

　

老
齢
年
金
は
、
公
的
年
金
制
度
の
加

入
者
で
あ
っ
た
方
の
老
後
の
保
障
と
し

て
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
65
歳
に
な
っ
た
と
き
に

支
給
が
始
ま
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間
を
含
む
）

と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た

資
格
期
間
が
、
10
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
の
国
民
年
金
の

加
入
期
間
等
に
応
じ
て
年
金
額
が
計
算

さ
れ
ま
す
。（
下
記
計
算
式
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

や
免
除
を
受
け
た
期
間
の
ほ
か
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
と
し
て
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
た
期
間

や
、
専
業
主
婦
（
主
夫
）
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
に
つ
い
て

も
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
に
含
ま
れ

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

年
金
機
構　

田
辺
年
金
事
務
所

　

 

☎
２
４
‐
０
４
３
２

　

 

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

 　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

 

住
民
生
活
課　

年
金
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

＋ ＋ ＋＋

７７７，８００円×

 （満額の年金額）　　　　　　　　

保険料
納付済
月数

４分の１
納付月数
× 5/8

全額免除
月数
× 1/2

半額
納付月数
× 3/4

４分の３
納付月数
× 7/8

４０年（加入可能年数）×１２月

※年金額は令和４年度の金額です。

※免除期間や未納期間のある場合は年金が減額されます。

　満額に近づけたい方は６０～６５歳の間で任意加入することができます。

● 老齢基礎年金　計算式（令和４年度）

　

６
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。
土
砂
災

害
防
止
月
間
と
な
っ
て
お
り
、
降
水
量

が
増
え
る
と
共
に
、
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
大
雨
が
降
っ
た
時
に
は
、
次
の

現
象
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

②
崖
か
ら
水
が
湧
き
出
る

③
地
鳴
り
・
山
鳴
り
が
す
る

④
急
に
川
の
水
が
濁
り
流
木
が
混
ざ
り

　

始
め
る

⑤
降
雨
が
続
く
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

⑥
立
木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ
つ
か
り

　

合
う
音
が
聞
こ
え
る

　

以
上
の
よ
う
な
現
象
に
気
付
い
た

ら
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

●
熱
中
症
と
は

　

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体

内
の
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体

温
上
昇
、
め
ま
い
、
倦
怠
感
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な

ど
、
様
々
な
障
害
を
起
こ
す
症
状
の
こ

と
で
す
。

●
熱
中
症
予
防
の
た
め
に

・
室
温
が
28
度
を
こ
え
な
い
よ
う
に
、

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い

　

ま
し
ょ
う
。

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

　
（
運
動
や
作
業
前
に
も
水
分
補
給
を
）

・
外
出
の
際
は
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼

　

し
い
服
装
で
。
日
焼
け
対
策
も
し
ま

　

し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
と
き
は
救
急
車
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
び
ま
し
ょ
う

・
自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た
り
、
脱

　

力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
、動
け
な
い
。

・
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、
全
身

　

の
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
あ
る
。

救
命
救
急
の
お
礼
の
お
手
紙
を

　
　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
救
急
活
動
を
行
っ
た
方
の
ご

家
族
か
ら
、
温
か
い
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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＊電動ベッド・床ずれ防止用マット・車椅子は有料です。

　在庫数に関係なく一度社協にお問い合わせください。

＊新型コロナウイルス感染防止のため中止になる可能性があります。

貸出物品 在庫数 貸出物品 在庫数

電動ベッド ５ 入浴台 ３

移動用手すり ２ 松葉杖 ２

床ずれ防止用マット ３ 入浴椅子 ４

ポータブルトイレ １０ 歩行器 ４

車椅子 １２ 非常用押しボタン送信機 １

入浴用手すり ６ ５月１０日現在

場　　所
地域福祉センター 江住ミニ福祉センター 公民館佐本分館

相談内容・時間

一般相談・行政相談
午前（　９：３０～１１：３０）
午後（１３：３０～１５：００）

１５日（水）
午前のみ

８日（水）
午前のみ

８日（水）
午後のみ

法務相談・特設人権相談
（１３：００～１５：００）

１５日（水）
予約制（※）

弁護士相談
（１３：３０～１５：００）

１５日（水）
予約制（※）

＊�予約については、前日までに社協へご
連絡ください。（☎５５‐４１０４）

●６月の相談

●福祉・介護用品の貸出

ボランティアひろば

ご報告
　２月に収集頂いた、切手・ベルマーク・テレホンカードの整理が終わりました。

　送付先の団体によっては、コロナ禍で受け入れを休止しているところもありますが、再開（６月頃）

され次第送付させていただきます。

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算

●
基
本
方
針
（
抜
粋
）

　

す
さ
み
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
社

協
）
は
、
町
内
に
お
け
る
地
域
福
祉
の

推
進
を
使
命
と
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
社
会
福
祉
関
係
者
、
保
健
・

医
療
・
教
育
関
係
者
、行
政
機
関
な
ど
、

様
々
な
個
人
・
団
体
の
参
画
と
協
働
に

よ
っ
て
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
町

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
事
業
で
は
、
各
地
域
で
活

発
な
広
が
り
を
見
せ
る
サ
ロ
ン
活
動
に

対
し
「
サ
ロ
ン
活
動
補
助
事
業
」（
町

受
託
）
を
利
用
し
積
極
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。
サ
ロ
ン
活
動
が
未
活
動
の
地

域
に
対
し
て
は
継
続
活
動
が
で
き
る
ま

で
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
集

え
る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
町
内
で
の
実
践
活

動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
住
民
同
士
の
支

～社協貸出物品のご案内～

　サロンなどのレクリエーションにぜひご利用下さい。

え
合
い
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
地
域
福
祉
推
進
助
成
事

業
」（
地
域
の
様
々
な
個
人
や
団
体
等

が
行
な
う
自
主
的
な
地
域
福
祉
活
動
）

を
今
年
度
も
継
続
し
、
住
民
に
よ
る
地

域
福
祉
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
で
は
、
い
な
づ
み
作

業
所
と
連
携
し
、
就
労
支
援
事
業
の
継

続
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
利

用
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
行
政
な
ら
び
に
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
①
居
宅
介
護
②
日
中
一
時
支

援
③
相
談
支
援
事
業
所
の
各
機
能
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
利
用
者
の
立

場
に
た
っ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
、
援
助
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
、
法
令
に
基
づ
い
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
り
、
社
協
な
ら
で

は
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

防
災
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
東
日

本
大
震
災
や
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
の

教
訓
を
活
か
す
た
め
、「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
訓

練
」
を
行
い
、
ま
た
、
広
域
で
の
支
援

を
前
提
と
し
た
災
害
広
域
支
援
研
修
を

行
い
ま
す
。

●
予
算

　

本
年
度
の
予
算
総
額
は
、
１
億
９
，

６
７
０
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
収
入
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
事

業
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
で
１
億
３
，

２
７
３
万
円
、
町
か
ら
の
受
託
事
業

（
訪
問
給
食
事
業
等
）
や
、
和
歌
山
県

社
協
か
ら
の
受
託
事
業
な
ど
か
ら
１
，

７
５
５
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
得
ら
れ

る
、
会
費
、
寄
付
金
、
事
業
収
入
の
一

部
で
あ
る
バ
ザ
ー
収
益
金
、
補
助
金
の

一
部
で
あ
る
共
同
募
金
配
分
金
は
、
町

内
の
地
域
福
祉
活
動
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　

主
な
支
出
に
つ
い
て
、
人
件
費
が

１
億
３
，
９
９
２
万
円
、
事
業
費
が
２
，

５
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収入の部 支出の部

予算科目 予算額 前年度比 予算科目 予算額 前年度比

会費 1,899 -20 人件費 139,927 -4,208

寄附金 900 0 事業費 25,432 -3,973

補助金 18,186 134 事務費 6,178 -20

受託金 17,554 -1,069 貸付金 500 0

貸付事業収入 320 -200 共同募金配分金 517 7

事業収入 7116 -2,178 助成金 1,724 0

介護保険収入 120,537 -5,355 負担金 98 0

障がい福祉
事業収入

12,200 1,000 積立資産支出 500 0

拠点区分間
収入

14,341 409
拠点区分間
支出

14,341 307

サービス区分
間収入

3,539 3,139
サービス区分
間支出

3,539 3,339

その他の収入 110 -927
その他の活動
による支出

3,812 254

受取利息 ３ 0 予備費 137 -773

合計 196,705 ‐5,067 合計 196,705 ‐5,067

令和４年度 予算 単位：千円

タコ焼き器

オセロ カラオケ

輪投げ スカットボール 乗っけテーブル

持ち出し品ゲーム・防災すごろく

※
他
に
も
、
職
員
手
作
り
の
ピ
ン
ポ
ン
玉
を

　

使
用
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
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周参見公民館図書だより
今月の新刊図書（周参見公民館）　　　　　

題　名 著　者 題　名 著　者

幸村を討て 今村　翔吾 栗原家のごはん 栗原　心平

脱北航路 月村　了衛 しない掃除 みな

ボタニカ 朝井　まかて ふしぎ駄菓子屋　銭天堂 17 廣嶋　玲子

呪護 今野　敏 おもしろい！進化のふしぎ

やっぱりざんねんないきもの事典
今泉　忠明

硝子の塔の殺人 知念　実希人

おじいちゃんがおばけになったわけ

　キム・フォップス・オーカソン 文

　エヴァ・エリクソン 絵

　死んじゃったはずのおじいちゃんが土にも天使

にもならずに、なんとおばけになってエリックの

前にあらわれた！

　だけど、なんだかちょっとへん…。

　心に沁みるデンマークの絵本。

き
ょ
う
い
く
の
広
場

長
き
に
わ
た
り
、

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
４
年
度

　
小
・
中
学
校

　
　
教
科
書
展
示
会
の
お
知
ら
せ

「
す
さ
み
町
の
伝
説
と
民
話
」

　
　
　
　（
改
訂
版
）
を
再
発
刊

す
さ
み
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
始
め
ま
す

デ
ジ
タ
ル
教
育
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す

　

冨
永
医
院
の
冨
永
豊
光
先
生
が
令
和

３
年
12
月
28
日
を
も
っ
て
周
参
見
保
育

所
・
保
育
園
医
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

冨
永
先
生
に
は
江
住
中
学
校
で
は
平

成
９
年
度
末
ま
で
、
佐
本
小
学
校
・
佐

本
中
学
校
で
は
平
成
20
年
度
末
ま
で
、

周
参
見
小
学
校
・
周
参
見
中
学
校
で
は

平
成
27
年
度
末
ま
で
学
校
医
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
周
参
見
保
育
所
で
は

平
成
17
年
か
ら
保
育
園
医
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
冨
永
医
院
を
訪
問
し
て
先
生

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。
本

当
に
長
き
に
わ
た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
に
伝
わ
る
46
の
伝
説
・
民

話
を
集
め
た
「
す
さ
み
町
の
民
話
と
伝

説
」（
改
訂
版
）
の
本
と
絵
地
図
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
元
年
に
す

さ
み
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
作

成
し
た
同
名
の
冊
子
を
改
訂
し
、
町
誌

か
ら
も
抜
粋
し
て
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
無
料
配
布
を
行
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
直
接
、
佐
本
分

館
、
江
住
公
民
館
、
周
参
見
公
民
館
に

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。（
各
家

庭
一
冊
、電
話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

な
お
冊
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
（
約

４
０
０
部
）。
な
く
な
り
次
第
配
布
を

終
了
し
ま
す
。

　

保
育
所
、
小
・
中
学
校
へ
も
配
布
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
授
業
も
含
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

４
月
25
日
に
周
参
見
中
学
校
、
４
月

26
日
・
27
日
に
周
参
見
小
学
校
（
３
年

生
以
上
）
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
学
ぶ
特

別
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
絵
柄
で
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
授
業
の
発
展
型
と
し
て
、

５
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
に
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
２
日

間
に
わ
た
り
計
４
教
室
開
催
し
、
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。（
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
・

Ａ
Ｉ
×
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ

モ
デ
リ
ン
グ
体
験
）

　

こ
れ
か
ら
も
町
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
教

育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
は
、
４
年
ご
と
に
新
し
い
内
容
に

変
わ
り
ま
す
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
教

科
書
は
、
小
学
校
で
は
令
和
２
年
度
か

ら
、
中
学
校
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
検
定
に
合
格
し
た
教

科
書
の
中
か
ら
、
教
材
の
配
列
・
内
容
・

使
い
や
す
さ
な
ど
を
検
討
し
て
、
子
ど

も
に
と
っ
て
一
番
よ
い
と
考
え
る
も
の

を
選
定
し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
13
日
（
月
）
～
30
日
（
木
）

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　

＊
土
曜
日
は
９
時
～
17
時
15
分

　
　

＊
日
曜
日
は
13
時
～
17
時

◆
場
所

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

１
階
ロ
ビ
ー

◆
展
示
教
科
書

　

現
在
小
学
校
と
中
学
校
で
使
用
さ
れ

　

て
い
る
教
科
書

　

学
校
の
先
生
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
方
に
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
時
間
の
あ
る
方
は
是

非
一
度
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ絵本

　５月１１日に江住老人クラブよしみ会より町内の施設等に

車椅子を合計２４台寄贈していただきました。

　（すさみ病院へ５台、社会福祉協議会へ５台、はまゆう園

へ５台、けんゆう苑へ５台、デイサービスセンターきたじへ

２台、江住区へ２台）

　ご寄贈いただいた車椅子は、大切に利用させていただきま

す。ありがとうございました。

車椅子 寄贈のお礼

　

旧
高
齢
者
教
室
を
年
齢
不
問
に
変
え

て
再
開
し
ま
す
。
会
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
ど
な
た
で
も
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
目
的

　

み
ん
な
で
集
ま
り
、
楽
し
む
機
会
を

　

持
つ
。

◆
年
会
費

　

１
，
０
０
０
円
（
第
１
回
に
集
金
）

◆
年
間
計
画
（
都
合
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

第
１
回　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　

周
参
見
公
民
館　

６
月
下
旬

　
　

江
住
公
民
館　
　

６
月
下
旬

　
　

佐
本
分
館　
　
　

７
月
中
旬　

　

第
２
回　

防
犯
教
室
、
ス
マ
ホ
教
室

　
　

10
月  

（
各
公
民
館
で
順
次
開
催
）

　

第
３
回　

合
同
遠
足

　
　

３
月

◆
申
し
込
み

　

６
月
10
日
ま
で
に
各
館
へ
電
話
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

周
参
見
公
民
館 

☎
５
５
‐
３
０
３
７

 

江
住
公
民
館 

 

☎
５
８
‐
０
２
５
６

 

佐
本
分
館   

☎
５
７
‐
０
４
０
１

ケーブルテレビでも

伝説と民話の番組放送中
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寄
　
付

　
　
　
　
　（
４
月
受
付
分　

敬
称
略
）

　

俳　

句

雨
上
り
ぬ
れ
て
尚
映
ゆ
七し
ち
へ
ん
げ

変
化

ど
く
だ
み
の
闇
に
浮
き
出
る
白
き
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

山
歩
く
大
深
呼
吸
若
楓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

お
よ
ろ
こ
び

　
　
か
な
し
み

　
　
　
　
　
（
４
月
受
付
分　

敬
称
略
）

か
な
し
み

（死
亡
）

地　

区　
　
　

氏　

名　
　
　

満
年
齢

江　

住　
　

尾
嵜　

洋　
　
　
　

77
歳

小　

泊　
　

東　
　

葉
子　
　
　

92
歳

和
深
川　
　

瀧
口
み
つ
ゑ　
　
　

101
歳

太
間
地　
　

神
屋
や
よ
い　
　
　

92
歳

　

短　

歌

今
日
の
日
を
無
事
に
過
せ
し
我
が
心

友
人
・
家
族
に
感
謝
し
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

母
や
よ
い
桜
の
下
に
生
ま
れ
出
で

桜
の
下
に
逝
き
て
願
わ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

惠
子

九
千
粁
離
れ
し
親
子
繋
ぎ
た
る

あ
り
が
た
き
か
な
文
明
の
利
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
呂

　

俳　

句
（
江
住
俳
句
会
）

夏
句
会
父
母
の
郷
里
の
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
山
守
東

引
き
潮
の
呼
吸
に
合
わ
せ
鹿ひ

尾じ

菜き

刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
尾
文
朗

燕
飛
ぶ
空
に
国
境
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
泰

◎
各
種
団
体
へ

▽
小
泊
区　
　
　
　
　
　

東　
　

正
喜

＊
小
泊
区
へ

▽
平
松
区　
　
　
　
　
　

芝　
　

広
和

＊
平
松
区
へ

＊
若
葉
会
区
へ

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

和
深
川　
　
　
　
　
　
　

瀧
口　

耕
次

小
泊　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　

正
喜

大
関
地　
　
　
　
　
　
　

か
ら
た
ち
会

下
一　
　
　
　
　
　

 

故  

前
地　

昭
夫

平
松　
　
　
　
　
　
　
　

柾
木　

渉

太
間
地　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

恵
子

平
松
区　
　
　
　
　
　
　

芝　
　

広
和

◎
広
報
発
送
お
礼

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　

中
地　

義
次

長
崎
県　
　
　
　
　
　
　

諏
訪　

邦
子

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

順
治

・
街
路
灯
の
多
機
能
化
実
験

　
（
７
月
～
予
定
）

・
ド
ロ
ー
ン
と
宅
配
ロ
ボ
ッ
ト
物
流
実
験

　
（
７
月
頃
、
９
月
頃
、
11
月
頃
）

・
小
型
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　
（
８
月
頃
）

・
サ
イ
ネ
ー
ジ
活
用
情
報
提
供
実
験

　
（
８
月
～
予
定
）

※
右
記
の
実
証
実
験
は
全
て
現
段
階
で

　

の
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

染
症
の
ま
ん
延
等
に
よ
り
延
期
さ
れ

　

る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

 

地
域
未
来
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
１

す
さ
み
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

S M A R T  C I T Y

　

現
在
、
周
参
見
地
域
上
空
に
お
い
て

ド
ロ
ー
ン
飛
行
に
よ
る
測
量
を
実
施
中

で
す
。（
７
月
末
に
完
了
予
定
で
す
が

早
ま
る
可
能
性
有
り
）

　

こ
れ
は
国
土
交
通
省
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
実
装
化
支
援
事
業
で
あ
る
「
防
災

対
応
高
度
化
・
自
動
化
事
業
」
に
伴
い
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
物
流
や
橋
梁
点
検
へ

の
活
用
を
目
指
し
、
飛
行
ル
ー
ト
計
測

と
３
Ｄ
マ
ッ
プ
作
成
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　

今
後
は
、
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
が
飛
行

し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、

災
害
対
策
と
し
て
３
Ｄ
マ
ッ
プ
を
活
用

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

小
型
カ
ー
を
使
っ
た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
実

証
実
験
は
、
都
合
に
よ
り
延
期
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
実
験
詳
細
や
再
開
時
期
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・

役
場
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

周
参
見
地
域
上
空
の
ド
ロ
ー
ン
飛
行

小
型
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
実
証
実
験

今
後
行
わ
れ
る
実
証
実
験
の
予
定

お
よ
ろ
こ
び

（出
生
）

地　

区　
　
　

父　

母　
　
　

出
生
児

堀　

切　
　

尾
﨑　

真　
　
　

千ち
ひ
ろ紘

佐
本
追
川　

大
久
保
健
男　
　

和わ

こ呼

江　

住　
　

石
井　

智
也　
　

彩さ

ら桜

水
色
：
男
の
子　

桃
色
：
女
の
子

町
外
で
死
亡
届
を

　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
る
方
へ

　

町
外
で
死
亡
届
を
提
出
さ
れ
る

と
、
町
へ
情
報
が
届
く
ま
で
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、
弔
電
を
お
出

し
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

広
報
誌
へ
の
掲
載
（
か
な
し
み

欄
と
初
盆
）
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

総
務
課　

広
報
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
２

　

江
住
俳
句
会
の
３
句
は
５
月
号
へ
の

掲
載
が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

お
よ
ろ
こ
び
（
婚
姻
）

　

兒
玉　

宗　
　
　
　
　
　
　

立　

野

　

山
西　

麻
以　
　
　
　
　
　

平　

松

　
　

田　

拓
矢　
　
　
　
　
　

下　

一

　

小
田　

唯
依　
　
　
　
　
　

下　

一

ラ
イ
ド
オ
ン
す
さ
み

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
中

　

10
月
16
日
（
日
）
に
サ
イ
ク
ル
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
南
紀 

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

２
０
２
２ 

～
古
座
川

ラ
ウ
ン
ド
～
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
ロ
ン
グ
と
ミ
ド
ル
の
２
種

類
、
自
転
車
で
す
さ
み
と
古
座
川
の
魅

力
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ロ
ン
グ
コ
ー
ス

●

距
離

　

約
１
３
９
．
３
㎞

　

午
前
６
時
30
分
ス
タ
ー
ト
予
定

●

想
定
所
要
時
間

　

７
～
９
時
間

ミ
ド
ル
コ
ー
ス

●

距
離

　

約
99
．
３
㎞

　

午
前
８
時
ス
タ
ー
ト
予
定

●

想
定
所
要
時
間

　

４
時
間
30
分
～
６
時
間

　

詳
細
は
、
大
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

 　

(

産
業
振
興
課
内)

 　

☎
５
５-

４
８
０
５

（４月末日現在・前月比）

人  口	３,７０１人（＋　３）

  男	 １,７６９人（＋　４）

  女	 １,９３２人（－　１）

世　帯	２,０４９戸（－　１）

人のうごき

すさみ
海水浴場

スタート

ゴール

太間川
佐本出張所

雫の滝

ロングコース

ミドルコース 七川ダム

光泉寺
一枚岩

和深駅
道の駅
すさみ

道の駅
瀧之拝太郎

虫喰岩

日置川 IC

ライドオンすさみ 2022 コース図

計測機器を付けたドローン



日 月 火 水 木 金 土

5 月 29 日 30 ３1 ６月１日 ２ ３ ４

育児サークル

英会話教室 
シニアエクササ
イズ 

習字教室 
障がい福祉相談

ものづくり広場

洋裁教室 

５　 ６ ７ ８ ９ 10 11

いきいき百歳
体操 

生活自立支援
相談 
ものづくり広場

集団検診
(旧佐本小 )

健康教室 
行政相談等

シニアエクササ

イズ 

母子相談 
習字教室 

12 13 14 15 16 17 18

いきいき百歳
体操 

いきいき百歳
体操 
コーラス教室
求職相談 

弁護士相談等 英会話教室 
シニアエクササ
イズ 

健康体操教室

育児サークル

習字教室 
集団検診 
障がい福祉相談

洋裁教室 

19 20 21 22 23 24 25

いきいき百歳
体操 

手芸サークル
陶芸教室 

消費生活相談 シニアエクササ
イズ  

スポーツフェス
ティバル
読みきかせ会
生け花教室 

26 27 28 29 30 ７月１日 ２

スポーツフェス
ティバル

洋裁編み物教室 シニアエクササ
イズ 

■
U

RL http://w
w

w
.tow

n.susam
i.lg.jp/

■
M

ail susam
i@

tow
n.susam

i.lg.jp
広
報
す
さ
み
　
令
和
４
年
６
月
号
　
　
N
o.144　

毎
月
1日
発
行

■
編

集
・

発
行

　
す

さ
み

町
役

場
　

総
務

課
〒

649-2621　
和

歌
山

県
西

牟
婁

郡
す

さ
み

町
周

参
見

4089番
地

TEL 0739（
55）4802　

 FAX
 0739（

55）4810

 総合センター 　  江住公民館　  多世代交流施設イコラ
 住民福祉会館 　  佐本公民館　  江住ミニ福祉センター
 生涯学習施設　  地域福祉センター

６月  カレンダー

読みきかせの会

  ・６月２５日（土） 

  ・午前１０時～１０時３０分

  ・多世代交流センター イコラ

　絵本や紙芝居がたくさん

　遊びに来てね♪

スポーツフェスティバル

・６月２５日（土） 、２６日（日）

・ＳＵＰとＢＩＫＥとＲＵＮの競技の申し込み

　は締め切りましたが、当日会場で遊べるイベ

　ントも開催予定です。

　　　　　 詳細はこちら→
　


